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 本発表では、統語的には名詞句である(1)のような現象文「名詞句＋関係節」が、話
し手と聞き手の間で「文」として成立するうえで、何が必要で、どのようなメカニズム

が作用しているのかを考える。また、現象文が表す事態がどのような事態であるかも考

察する。 
 

(1)  Le facteur qui passe ! 
 
	
 文は文の事柄内容を表現する部分と話し手の判断や発話態度を表現するモダリティ

部分とからなるとされるが、文タイプの研究が盛んな国語学・日本語学において、現象

文は、断定（述べ立て）とよばれる発話態度を持つ文タイプとして分類される。 
	
 一方、フランス語において、言語（langue）を話し手の言（parole）にする現動化は、
文の要となる動詞においては、動詞を定形にすることにより行われるが、「名詞句＋関

係節」で表される現象文は主動詞を持たないため、文として自立していないといえる。 
	
 そこで、まず、(2)のような提示詞を含む文タイプと単独の「名詞句＋関係節」に関
する先行研究（Rothenberg1971, Wehr1984, Sasse1987, Furukawa1996,2013）を考察する。
これらの文タイプに含まれる関係節は「擬似関係節」と呼ばれ、「名詞句＋関係節」で

ひとまとまりの命題内容を表すという点で、通常の関係節とは区別される。 
 

(2)  { C’est / Il y a / Voilà } le facteur qui passe ! 
 

	
 その上で ILYA「名詞句＋関係節」は、「出来事が過去にあった
．．．

」あるいは「今、目の

前に事態が存在
．．
する
．．
」というように話し手が出来事や事態の存在を断定し談話に導入す

ることを説明する。一方、単独の「名詞句＋関係節」においては、自らは主動詞を持た

ないため、出来事の現動化に必要な時空領域は、話し手と聞き手を含む発話の場（発話

状況）が談話に供給されることにより、文として成立することを説明する。 
	
 さらに、これまであまり違いが指摘されてこなかった現象文「名詞句＋関係節」と

VOILA「名詞句＋関係節」において容認度に差がでる場合があることを観察する。そし
て場面転換を聞き手に促す VOILA「名詞句＋関係節」は、【－P】→【＋P】への気づき
による認識の変化を示すのに対し、現象文「名詞句＋関係節」は何の予告もなく突発的

に起きた事態の【＋P】の認識のみを表すことを説明する。 


